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デザインワークショップ 受入企業募集のご案内
富山県 クリエイティブ人材教育・活用促進事業「とやまデザイン･トライアル 2026」

富山県総合デザインセンター

実施までのスケジュール

 
 

実施内容等の詳細は、次ページ以降をご参照ください。

富山県では 2016年より、県内企業を対象に、県内外のデザイン系大学の学生や若手デザイナーが商品開発等
の企画・アイデアを提案する「とやまデザイン･トライアル」を実施しています。企業とデザイン人材による協
働プロジェクトを体験いただくことで、企業のデザイン人材活用を支援し、またデザイン人材育成の貴重な機
会にもなります。この「デザインワークショップ」は、全国から公募したデザイン人材が企業に一定期間滞在し、
企業文化や技術を体感し、課題に対する提案を行う実践的なものであることが特徴です。
この趣旨をご賢察の上、何卒ご検討いただけますようお願い申し上げます。

事業目的

協働プロジェクトを
体験いただくことで

県内企業 デザイン人材

デザイン人材活用支援

デザイン人材育成

※参加者応募多数の場合選考あり

▷6月4日（木）事前説明会
▷7月3日（金）企業情報入力シート提出締切
▷7月24日（金）参加者応募締切

▷6月24日（水）受入企業申込締切・決定
▷7月10日頃　参加者公募開始
▷7月末　参加者決定

ー 募集企業数 ー 

4社
ー 実施期間 ー 

2026年 8月24日（月）～ 8月28日（金）
※参加者は県内に4泊5日で滞在し、合同プログラム以外は宿泊先から各企業へ伺います
※商品化を目指し企画や試作品をブラッシュアップする場合、経費の一部を県が補助できる場合があります(別途協議)　 

 

就業から概ね10年以内のクリエイティブ職の方
※クリエイティブ職とは、デザイナー、ディレクター、プロデユーサー、企画開発等に携わる方です
※フリーランスの方も対象です

ー 参加者 ー 

※愛知県立芸術大学、香川大学、金沢美術工芸大学、京都工芸繊維大学、桑沢デザイン研究所、滋賀県立大学、多摩美術大学、
　東京藝術大学、富山大学、福井工業大学、武蔵野美術大学等

富山県内外のデザイン系大学等の学生

募集内容

下記の方々に対して広く募集し、各企業に3名程度参加
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＜受入企業の皆さまへのお願い＞ 

＜受入企業のメリット＞ 
◎デザイン人材の活用を実践的にトライアルできる機会となります。
◎企業課題に対するデザイン系学生の柔軟な発想に触れ、新たな視点を得ることができます。
◎即戦力のデザイン人材のリクルーティングにつなげることも可能です。
◎参加者公募時のメディアリリース等が企業PRになります。(2025年度実績：71媒体に掲載) 

プログラム

【DAY0】日時別途調整｜オンライン企業説明会・課題確認
【DAY1】8月24日(月)｜合同オリエンテーション
【DAY2】8月25日(火)｜企業見学・リサーチ
【DAY3】8月26日(水)｜アイデア出し・ラフ制作等
【DAY4】8月27日(木)｜ラフ制作・プレゼンテーション資料作成等
【DAY5】8月28日(金)｜合同報告会

 

 
 

ー メンター制度 ー 
現役デザイナーが相談に応じるメンター制度を取り入れます

（場所：県総合デザインセンター）

（場所：受入企業）

（場所：受入企業）

（場所：受入企業）

（場所：県総合デザインセンター)  

企業説明、課題設定、プログラムの運営 
企業説明会 ( オンライン ) の内容と、参加者から提案いただく課題のテーマ設定、DAY２～４の具体的なプログラムづ
くりにご協力ください。デザインセンター及び事務局がサポートいたします。なお、DAY１とDAY５の合同プログラムは、
デザインセンターが主導して行います。 

オンライン対応可能な環境のご用意 
PC、インターネット接続、オンラインミーティング環境のご用意をお願いします。DAY3 にメンタールーム ( オンライン
でメンターに相談するプログラム ) の開設を予定しており、参加できるようご配慮をお願いいたします。 

合同プログラムへのご参加 
全参加者と企業が出席するプログラムとして、合同オリエンテーション (DAY１)、合同報告会 (DAY５) を予定してい
ます。ご担当者１名は現地参加をお願いいたします。 

参加者の交通宿泊費(半額補助)および必要な材料費などのご負担 
参加者の県内までの交通費・宿泊費の半額を受入企業にてご負担ください ( 一人あたり３万円程度 / 実施後精算 )。
残りの半額は、富山県が負担します。なお、参加者の宿泊先 ( 富山駅や高岡駅付近 ) から企業までの移動は、公共交通
の状況により送迎等のご協力をお願いする場合があります。また、見学や製作体験、試作等で必要な材料費等の実費は
企業にてご負担ください。 

その他 

※インターンシップではないため、取得した学生の個人情報の採用活動への活用はできません。なお当事業は、令和 4
年の三省合意「インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方」
( 文部科学省・厚生労働省・経済産業省 ) に基づき、本年度よりインターンシップとしての開催からキャリア教育プロ
グラムとしての開催に移行しています。
※実施にあたり、参加者と機密保持や著作権帰属等に関する覚書の締結をお勧めします ( 参考雛形あり )。 
※進捗管理と記録撮影のため、デザインセンター・事務局が企業内で活動中に訪問する場合があります。
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メンターの紹介

江口 海里
デザイナー / ディレクター

大阪出身。工業製品、工芸品のデザインを基軸とし、はんこから船まで幅広く手掛ける。また
それらに付帯するブランディングワーク、また近年では企業 VI,CI なども手掛ける。
日本インダストリアルデザイン協会 (JIDA) 正会員
DESIGN WEEKEND OSAKA 発起人、NEW NORMAL ボードメンバー WELD DESIGN 
STORE 店主

小山 裕介
プロダクトデザイナー

株式会社 torinoko 代表。無印良品で10年以上にわたり家具や日用品の商品開発に携わり、
2019年に同社を設立。「見つめて 見つける ものづくり」をテーマに暮らしや技術の観察から、
使う人と作る人の双方に寄り添うデザインを目指している。点図ポチ袋や「福缶」による復興
支援、国産材の活用など、プロジェクトを通じて地域資源と社会をつなぐ活動に注力。現在は
京都・東京の二拠点を中心に、商品企画からブランディングまで広く手がける。

福定 良佑
プロダクトデザイナー

1979年大阪府生まれ。金沢美術工芸大学卒業後、シャープ株式会社を経て、ミラノドムスア
カデミーを修了。同年より、ミラノを拠点とするデザイナーパトリシア・ウルキオラのスタジ
オで経験を積む。2012年帰国後京都に FUKUSADA STUDIO を設立し、国内外の企業との
プロジェクトの実績がある。家具・インテリア製品などのデザインを手掛け、国際的なデザイ
ン賞も多数受賞している。金沢美術工芸大学客員教授、京都市立芸術大学非常勤講師

福嶋 賢二
クリエイティブディレクター / デザイナー

滋賀県出身。クリエイティブスタジオ「株式会社ソルトコ」代表。大阪芸術大学卒業後、ス
ウェーデンでのデザイン留学を経て、2018年に同社を設立。「デザインの力で企業の魅力を
引き出し、成長させる」をビジョンに掲げ、これまでに100社を超える中小企業のブランド戦
略やデザイン経営に携わる。工芸や日用品のデザインを数多く手掛け、グッドデザイン賞や
iFデザイン賞など受賞歴多数。京都精華大学非常勤講師

岡 雄一郎
富山県総合デザインセンター / デザインディレクター

金沢美術工芸大学 工業デザイン専攻卒業。日本電気株式会社（NEC）デザインセンター
（1989～1997年）、アイシン精機株式会社（1997～2016年）でデザイナー、ディレクター
として勤務。2016年デザイン＆デザインコンサルタント会社TUG DESIGN Inc.を設立。
企画から製品デザイン、プロモーションまで総合的なデザインを手掛けている。
2017年4月より富山県総合デザインセンターのデザインディレクターとして従事。
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｢とやまデザイン・トライアル」
事務局：株式会社ソルトコ（委託先）
メール：tdt26@saltco.jp　担当：福嶋

主　催：富山県総合デザインセンター
0766 - 62 - 0510　担当：堀越、堂本

 

 

日時：2026年 6 月 4日（木）　15:00～16:30 
場所：富山県総合デザインセンター 2F クリエイティブ・サロン 
　　　（高岡市オフィスパーク５番地） 

内容：◯実績・成果のご紹介 
　　　◯ケーススタディー 
　　　◯今年度開催内容の詳細 
　　　◯申込み方法と今後の手続きのご案内 
　　　◯質疑応答 

Zoomによるオンライン参加も可能です。ご希望の方にはURLをご案内いたします。 
※記録・アーカイブ配信のため録画しますのでご了承ください。 

【参加方法】 
開催前日までに、右記QRからお申し込みください。 
①参加代表者氏名　②参加人数　③参加方法(現地/Zoom)　④連絡先

お申し込み・お問い合わせ 

とやまデザイン･トライアル2026
「デザインワークショップ 事前説明会」開催のご案内

とやまデザイン･トライアル「デザインワークショップ」受入企業の募集にあたり、説明会
を開催いたします。これまでの事業の取組みや成果を紹介し、今年度のワークショップの
詳細と受け入れに必要な準備事項をご説明します。受け入れに関心のある企業の皆さまは
お気軽にご参加ください。

※開催に先立ち受入企業にお申込みいただいた企業の皆さまもご参加ください。 

受入企業申込締切 

6月24日（水）
お申し込み多数の場合、業種や地域を考慮し
選考のうえ6月中に決定のご連絡をします。
恐れ入りますが予めご了承ください。

事前説明会申込先
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参考｜2025年度 開催の様子

【DAY1】合同オリエンテーション

初日は全員が集合し、事業説明や自己紹介、課題を共有後デザイン
センターを見学。横の交流もまた大切な要素です。

高岡鋳物発祥の地・金屋町の散策や錫のアクセサリー作りを通じ
て富山の文化を体験しました。
※今年度も富山の文化やものづくりに理解を深めるプログラムを検討中

【DAY２～４】企業毎の取り組み

２日目からはそれぞれの企業毎に職場見学や独自技術についての
理解を深め、リサーチからアイデア出し、デザイン案の制作へと進め
ていきました。

滞在型という特徴を活かして、作業工程のひとつを実際に体験する
プログラムを組み、素材や製品の特色、技術をよく知った上でデザイ
ン作業へ進むことも可能です。

【DAY５】合同報告会

最終日は、参加者・企業が再び集合し、課題に対する提案をプレゼン
テーションしていただきました。

企業やメンターから講評とアドバイスをいただき、全員で取組みの
感想や気づきを共有しました。
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参考｜2025年度 最終プレゼンシート

designworkshop2025
https://www.toyamadesign-trial.net/

過去に実施した事業の詳細は、
特設サイトでご確認いただけます。

アルミファクトリー株式会社 
テーマ：避難所の環境改善に繋がる新製品の企画・立案

TUNAGU -繋げる輪、繋がる和-

桑沢デザイン研究所　川島 宇内

LIVANCE

香川大学　倉橋 芽生

こもれびアーチ

日本大学　小林 菜穂

- 繋げる輪、繋がる和 -

TUNAGU

桑沢デザイン研究所 昼間部 総合デザイン科 プロダクトデザイン専攻　川島宇内

「TUNAGU」は、日常と非常時を繋ぐモジュール家具です。

普段は棚として使え、もしもの時は机や仕切りとして連結し、空間を素早く再構成。

限られた避難所スペースを柔軟に変化させ、備品不足・不衛生・ストレスの課題を改善します。

繋げる輪が避難者を守り、繋がる和を生み出します。

[ 仕組み ]

机を持ち上げ上からはめ込むことで連結

[ 利用シーン ]

非常時では座椅子として、日常では棚として ベッドとして

[ 今回の課題テーマ ]

課題テーマ：「 避難所の環境改善に繋がる 新製品の企画・立案」

コンセプト：「備蓄しない備え」「いつもともしもを重ね合う」

[ベネフィット ]

1. 限られた空間を有効活用

2. 備品不足を補い、多役 をこなす

3. 不衛生を改善し、感染症リスクを減らす

4. 誰でも 直感的に 扱える

[発想の原点 ]

一般的なアルミフレームの使われ方は、断面はキャップで隠され脇役
として使用される。

しかし！

工場内では断面がそのまま見えるように使われていた

→中空構造特有の断面が美しく感じた

→魅せるフレームの使い方へ

CMF

color：オレンジ、グリーン、ブルー、グレー

material：アルミニウム、ゴム

finish：アルマイト処理

W：600 mm
mm 054：  H
mm 034：  D

日常と非常時を繋ぐ “フレキシブル備品” の提案。

[課題整理 ]

1. 備品不足 
　　　　　→ 長期避難で体調悪化を招く

2. 不衛生（土足・衛生管理の限界） 
　　　　　→ 土足や清掃困難で感染症リスク増大

3. ストレス（プライバシー欠如・騒音） 
　　　　　→ プライバシー欠如や疲労で心身不調

[ 課題背景 ]

キーワード：「災害関連死」

＝避難生活の環境悪化による 
　二次的な死亡

限られた空間しかない避難所   
の環境をどう改善するかが、
生死を分ける課題。

LIVANCE （リヴァンス）

香川大学　創造工学部　造形・メディアデザインコース　倉橋芽生

溝に
沿っ
て自

在に
可動
！

ベッド下で固定できる！

ベッド・机・パーテーションなど多用途に使える ALCARA  は、
防災と日常利用を両立する製品として注目されています。
しかし、ベッド時には手すりがなく、寝返り時の落下や
高齢者の起き上がりに不安がある点が課題です。

LIVANCE は、その不足を補う存在です。

平時に ALCARA を机として使うときには椅子に、非常時に
ベッドとして使うときには手すりとして機能し、安心と
利便性を同時に提供します。

ALCARA をもっと便利に、もっとやさしくする提案。

椅子にも、
 手すりにもなる！

三協立山株式会社
テーマ：近未来の住空間を彩る新しいデザインを想像する

食品ロス問題が今よりも重要視される未来の宅配ボックス

香川大学　岡嶋 羽菜

PORTPLACE

香川大学　高橋 悠一

宅配パートナーロボット ポストちゃん

日本大学　LANG JINGJING

Theme ：「近未来」の住空間を彩る新しいデザインを想像する。
三協立山株式会社

食品ロス問題が今よりも重要視される未来の宅配ボックス

香川大学　創造工学部　造形メディアデザインコース　岡嶋羽菜

私の想像する未来

①食材の買い出しが困難（温暖化、高齢化、共働き世帯の増加） 

→食品は宅配サービスが一般化 

 ②フードロス対策の意識や法整備が進む 個人は必要なモノだけ

を購入するように促される

 ③ 宅配業者の人手不足が深刻化 →ドローンが食品を家まで届け

てくれる 

冷蔵宅配ボックスが各家庭に標準の設備として設置

機能・形状
①食品の受け取りをスムーズにする機能

・ドローンが室外にある投かん口に荷物を入れ、家の中にある冷蔵宅配ボックスに直接入れる

・ボックス内部では、冷蔵品・冷凍品・野菜といった商品を自動的に分類・保管できる

②設置スペース

・キッチン横には専用のスペース（壁穴）が設けられ、簡単に設置・利用できるようになる

コンセプト 受け取りも保管もシームレスに

ペルソナ : 佐藤幸子さん 

年齢：82歳

家族構成：一人暮らし

住まい：戸建て住宅 

・必要な食材だけが届き、食材の保存・在庫管理が簡単で、無駄がない 

・日常の買い物の手間が減り、自分の時間を楽しめる 

悩み

・重い荷物を持つのが大変で、買い出しが億劫

・冷蔵庫に入りきらない量を買ってしまい、食材を余らせることが多い

理想

未来の戸建て用冷蔵宅配ボックス

①ドローンがコンテナを家に配達

②コンテナと宅配ボックスが合体し、

シャッターが開く＆食品の受け渡し

を行う

③家の中の冷蔵庫（冷蔵機能）に宅

配物が入る

通常時→シャッター閉
高さ：280cm

横幅：190cm

厚み：10cm

冷蔵機能

→上から冷蔵、冷凍、野菜室

前面に画面があり、

保存物を表示

高さ：100cm

横幅：80cm

厚み：30cm

１段：20cm

① ②

③

現在の冷蔵宅配ボックスは集合住宅に設置されており、外に取りにいかないといけない課題がある

宅配物を受け取る機能が外に、冷蔵保存する機能が中に設置される

壁

冷蔵・冷凍機能

シャッター型配達口

食品が入る時にバー

コードを読み取る

→冷蔵庫内で食品の

振り分け、消費期限

に近づくとお知らせ

PORTPLACE
カーポートの二次利用を実現する

組み合わせ無限なアルミモジュール家具

未来のカーポートの姿
Theme

近未来ではカーポートはどのように姿を変えていくのだろうか。もしかしたら車を所有
することが無くなり、カーポートはその機能を失うかもしれない。そうなったときに、
取り壊すのではなく何か他の選択肢を用意したいと思った。

Insight

これはカーポートに装着することで、自由に拡張していけるモジュール家具だ。モジュー
ルにも棚板、キッチン、デスクなど様々な物があり、それらを自分好みに繋げ、空間を
構築することが出来る。モジュールはアルミ押出しによって製作されるため軽く、運送
や取り付けも容易である。

Explanat ion

香川大学創造工学部創造工学科

造形・メディアデザインコース 3年

高橋悠一

株式会社タニハタ
テーマ：組子技術を活用した富裕層向け和風小物の開発

立山 手と心で触れる新しい組子のプロダクト

香川大学　辻元 えみり

組子グラススリーブ

桑沢デザイン研究所　服部 昂

半立体を用いた組子のお花

千葉大学大学院　吉森 日菜

手と心で触れる新しい組子のプロダクト

立山
Tateyama

富山県を象徴する立山は、古くから独特の山岳信仰と深く結びついてきまし
た。人々にとってその山を登ることは、死後の世界を旅する宗教的な体験で
あり、同時に荒々しい天候から富山の暮らしを守ってきた存在でもあります。
まさに「富山の心」ともいえる立山。その精神性と自然の力を、机の上で日
常的に感じられるプロダクトとして提案します。

組子を活かした立体に置く富山・立山信仰と自然への思いに触れる

組子の模様を立体的な凹凸ができるよう
に配置しました。

組子の美しさを活かすため、余計な機能
はやパーツは省きました。

ユーザーの持ち物に合わせた自由な使い
方ができます。
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・logo・package ・scale

外側 : 角度が緩やな組子

内側 : 角度が急な組子

concept

人の幸せを願い、贈り物をするときに
感情を込めて渡すことができるもの

千葉大学大学院 融合理工学府 吉森日菜

半立体を用いた
組子のお花

「富山から持ち帰りのできる、和風組子製品」という課題テーマに対して、
お土産と贈与品の二つの観点からお花に関するプロダクトを検討しましたよって。
生花とも違う、長年受け継がれてきた技術によって昇華される一輪挿しの提案です。
角度のついた組子を用いることで、花びらの広がりを表現する半立体の新しい組子です。

design points

product

光が当たった時の
影を楽しむ

組子は光を通すため、飾った時に壁や
机に影が映ります。
朝日、夕暮れ、蛍光灯 ... とそれぞれ
の光の当たり方によって、影の印象の
違いを楽しむことが出来ます。

木の香りを嗅ぐ
という行為を誘発する

飾られた組子のお花を見た人が、お花
のように匂いを嗅ぐ行為を誘発できる
と考えています。
花の香りを嗅ぐ動作と、木材の香りを
嗅ぐ動作を紐つけて、イメージしてい
ます。


